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生

プ

ロ

フ

ィ
ー

ル

昭
和
25
年
生
ま
れ
。
昭
和

50
年
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
了
の
後
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
を
経
て
、
昭
和
54
年
、
同
じ

く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
と
同
時

に
、
血
液
脂
質

・
身
体
組
成

・
呼
吸
循
環
機
能
の
運
動
生
理
学
的
研
究

に
よ
り
、

教
育
学
博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
、
血
液
脂
質

・
動
脈
硬
化
指
数

・
体
力
等
に

関
す
る
公
衆
衛
生
学
的
研
究
で
、
愛
知
医
科
大
学
よ
り
医
学
博
士
号
を
取
得
。

現
在

福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部

教
授

(教
育
地
域
科
学
部

生
涯
学
習
講
座

人
間
健
康
科
学
系

教
授
)

「健
康
生
理
学
」
「公
衆
衛
生
学
」
「人
間
健
康
科
学
研
究
」
「生
涯
学
習
文
献
演

習
」
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
」
「
学
校
保
健
学
」
「健
康
科
学
特
論
」
な
ど

の
講
義
を
担
当
。

専
攻
分
野

健
康
科
学

・
健
康
生
理
学

・
公
衆
衛
生
学

学
術
論
文
や
専
門
誌

の
依
頼
原
稿
な
ど
約
二
〇
〇
編
を
出
版
し
、
新
聞
や
各

種
印
刷
物

へ
の
依
頼
原
稿
を
含
め
る
と
三
〇
〇
編
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
他
、
数

多
く
の
著
書
、
翻
訳
な
ど
が
あ
り
、
国
際
教
育
医
学
会
議
を
始
め
、
日
本
教
育

医
学
会
第

28
回
大
会
な
ど
、
国
際
会
議
や
学
会
の
通
訳
な
ど
も
務
め
る
。
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無
理
な
ダ
イ
エ
ツ
ト
の

実
態
と
そ
の
悪
影
響

◎

女
子
の
平
均
体
重
が
減
少
…

五
、
六
年
前
ま
で
は
、
日
本

の
子
ど
も
達

の
体
格
は
毎
年
向
上
し
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
九
年
度
文
部
省
学
校
保
健
統
計
調
査
結

果
に
よ
り
、
女
子
の
平
均
体
重
が
、
幼
稚

園
か
ら
高
校
三
年
生
ま

で
の

全
学
年
で
前
年
度
を
下
回

っ
た

(○

・
一
㎏
～
〇

二
二
㎏
減
少
)
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た

(但
し
、
中
学

一
年
生

は
ほ
ぼ
横
ば

い
)
。
特
に
女

子
高
校
生
は
全
学
年
で
前
年
度
を
○

・
三
㎏
も
下
回
り
、
こ
の
よ
う
な
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減
少
幅
は
過
去
最
大
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
が
調
査
を
始
め
た
昭
和
四

八
年
度
以
降
、
体
格
の
数
値
が
前
年
度
を
下
回

っ
た
の
は
初
め
て
だ

っ

た
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
現
象
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
結
果
に
よ
る
も
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
励
ん
で
い
る
子
ど
も

(特
に
女
子

高
校
生
)

が
多

い
こ
と
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月

号
と
来
月
号
で

「無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
今
月

号

で
は
無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
実
態
と
そ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

●

1

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
実
態

一
般
的

に
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
、
体
重
に
対
す
る
関
心
が
強

い
よ

う

で
、
無

理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
も
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
痩
せ
願
望

が
強
く
思
春
期
に
発
症
す
る
神
経
性
食
欲
不
振
症
も
、
九
〇
%
以
上
が

女
性
で
あ

る
と
い
わ
れ
、
痩
せ
願
望
は
男
女
で
か
な
り
異
な
り
ま
す
。

公
立
高
校
五
五
校

の
中
で
、
七
〇

・
九
%

(三
九
校
)
に
摂
食
障
害

が
あ
り
、

そ
の
摂
食
障
害
は
、
女
子
二
六
、
七
八
四
人
の
中
で
○

・
二

八
%

(七
六
例
)
に
認
め
ら
れ
た

(男
子

の
摂
食
障
害
は
二
例
)
と
い

う
報
告

(
北
村
,

一
九
九
九
)
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
報
告

で
は
、
七
六

例
の
摂
食
障
害

の
う
ち
、
神
経
性
無
食
欲
症
が
七
七

・
六
%

(五
九
例
)

で
、
神
経
性
大
食
症
が

一
七

・
一
%

(
=
二
例
)
で
あ

っ
た
と

い
う
こ

と
で
す
。

焦

っ
て
あ
ま
り
厳
し
い
食
事
制
限
を
す
る
と
、
神
経
性
食
欲
不
振
症

(無
食
欲
症
や
拒
食
症

・
思
春
期
痩
せ
症
な
ど
と
も

い
い
、
食
欲
が
な

く
な

っ
た
り
、
食
欲
は
あ
る
が
食
べ
な
く
な

っ
た
り
す
る
)
や
神
経
性

過
食
症

(驚
く
ほ
ど
大
量
に
食

べ
た
後
、
喉
に
指
を
入
れ
て
吐

い
た
り
、

下
剤
を
飲
ん
で
く
だ
し
た
り
す
る
)
な
ど

を
誘
発
し
て
し
ま

い
ま
す
。

肥
満
気
味
の
子
ど
も
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
す
る
の
は
、
健
康
上
大
き
な
意

味

が
あ
り
ま
す
が
、
太

っ
て
も

い
な

い

の
に

(痩
せ
て

い
る
の
に
)
、

ダ
イ

エ
ッ
ト
を
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
そ
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
が
過
激
な
も
の

で
あ
れ
ば
、
健
康
上
大
き
な
悪
影
響
を
も

た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

●

2

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
悪
影
響

思
春
期
に
痩
せ
る
こ
と
ば
か
り
を
異
常

に
意
識
し
て
い
る
と
、
時
と

し
て
強
度

の
食
欲
不
振
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
思
春
期

に
は
精
神

的
に
不
安
定
に
な
り
や
す

い
こ
と
か
ら
、
脳
下
垂
体

(視
床
下
部

[大

脳
と
連
絡
を
と
り
自
律
神
経
系
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
睡
眠

・
消

化

・
体
温
な
ど
を
調
節
す
る
]
の
下
に
あ
り
、
視
床
下
部

の
命
令
を
受

け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
ホ
ル
モ
ン
を
血
液
中

に
分
泌
し
、
各
組
織
に
必
要

な
信
号
を
送
る
)
の
機
能
が
低
下
し
、
ホ

ル
モ
ン
が
正
常
に
分
泌
し
な

い
為
に
、
強
度
の
食
欲
不
振
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
物
を
受
け

つ
け
な
く
な

る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
痩
せ
て

い
き
ま
す
が
、
青
白

い
顔
に
な
り
、
目
は

窪

ん
で
し
ま

い
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

け
ん
お

ま
た
、
肥
満

へ
の
極
端
な
恐
怖
感
や
嫌
悪
感
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
食
べ

な
く
な

っ
た
り
、
或

い
は
食
べ
て
は
吐
き
、
吐
い
て
は
食

べ
る
と

い
う



行
為
を
繰
り
返
す
食
行
動

の
異
常
者
も

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
食
べ
過
ぎ

た
と
思
う

と
、
下
剤
を
飲
ん
で
、
食
べ
た
物
を
体
外

へ
排
出
し
よ
う
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
決
し
て
正
常
な
行
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神

経
性
食
欲

不
振
症
で
は
、
食
事
を
し
な

い
生
活
を
送

っ
た
結
果
痩
せ
て

し
ま

っ
た

か
と
思
う
と
、
あ
る
時
か
ら
急
に
食
べ
過
ぎ
て
太
り
だ
し
、

結
果
的
に
肥
満
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
痩
せ
た
い
と
い
う
願
望
な

ど
が
強
す
ぎ
る
摂
食
障
害

で
す
が
、
無
理
に
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
す
る
と
、

自
分
の
食

欲
さ
え

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
こ
の
よ
う
な
拒
食

症
や
過
食
症
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
痩

せ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
体
脂
肪
が
少
な
く
な
り
、
寒
さ
へ
の

抵
抗
力
が
弱
く
な

っ
た
り
、
風
邪
を
引
き
や
す
い
な
ど
と
い
っ
た
よ
う

に
、
外
気

温
の
影
響
を
強
く
受
け
ま
す
。
女
性
で
は
あ
ま
り
体
脂
肪
量

が
低
下
す

る
と
、
ホ
ル
モ
ン
分
泌
に
異
常
が
起
こ

っ
て
無
月
経
に
な
る

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

女
性
に
と

っ
て
体
脂
肪
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
体
脂
肪
が
女

性
の
生
殖
機
能
を
調
節
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
ま
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま

り
、
初
潮

(月
経
初
来
)
は
年
齢
よ
り
も
体
脂
肪
と
関
連
が
あ
り
ま
す

の
で
、
体
脂
肪
が
か
な
り
減
少
す
る
と
無
月
経
に
な
り
、
体
脂
肪
が
増

え
て

一
定

の
割
合
に
ま
で
回
復
す
る
と
生
殖
能
力
も
回
復
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
だ
、
無
月
経
は
摂
食
障
害
者

の
約
半
数
で
体
重
減
少
に

先
立

っ
て
み
ら
れ
、
単
に
体
重
減
少

の
結
果
と
し
て
無
月
経
が
生
じ
る

だ
け
で
は
な
く
、
視
床
下
部

(自
律
神
経
系
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

睡
眠

・
消
化

・
体
温
な
ど
を
調
節
す
る
が
、
摂
食
中
枢
や
満
腹
中
枢
が

あ
り
、
食
欲

・
性
欲

の
調
節
も
行
う
)

の
摂
食
中
枢
と
性
中
枢
が
同
時

に
障
害
さ
れ
る
為
と
考
え
ら
れ
る

(津
久

井
ら
,

一
九
九
七
)
と

い
う

こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
体
脂
肪

の
極
端
な
減
少
と
無
月
経
に
は
大
き
な

関
連
は
あ
り
ま
す
が
、
体
脂
肪

の
減
少
だ

け
が
無
月
経
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
わ
け
で
は
な

い
よ
う

で
す
。

ま
た
、
神
経
性
食
欲
不
振
症
な
ど
の
摂
食
異
常
症
患
者
は
、
食
事

の

内
容
や
味

・
香
り
を
覚
え

て
い
な

い
こ
と

が
多

い
う
え
、
摂
食
異
常
症

患
者
の
認
知
異
常
は
食
事
場
面
に
限
ら
ず
、
時
間
や
色
彩
に
も
認
知
異

常
が
み
ら
れ
る
と

い
う
指
摘

(土
居
ら
,

一
九
九
七
)
ま
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
摂
食
異
常
は
、
時
間
的
な
感
覚
や
色
彩
感
覚
に
ま
で
障
害
を
も

た
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
神
経
性
食
欲
不
振
症
患
者
に
は
、
著

し
い
痩
せ
以
外
に
、
低
体
温
や
徐
脈

(脈
拍
数
が
少
な
く
、
安
静
時
で

四
〇
拍
/
分
以
下
に
な
る
)
を
伴
う
低
血
圧
な
ど
を
示
す
と
い
う
指
摘

(津
久
井
ら
,

一
九
九
七
)
さ
え
あ
り
ま
す
。

無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
悪
影
響
に

つ

い
て
解
説
が
続
き
ま
し
た
が
、

無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
は
勿
論
栄
養
面
で
も
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。
特
定

の
物
だ
け
を
食
べ
続
け
る
よ
う
な
不
健
康
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
、
身
体
の

機
能
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。
無
理
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
し
て
蛋
白
質
の

摂
取
量
が
不
十
分
に
な
る
と
、
成
長
期

の
子
ど
も
に
は
そ
の
成
長
自
体

に
悪
影
響
を
及
ぼ
ず
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

栄
養
面
で
の
悪
影
響
に
つ
い
て
は
、
偏

食
と
大
き
な
関
連
が
あ
り
ま

す
の
で
、
本
誌
二
〇
〇
三
年
七
月
号

(子
ど
も
の
食

の
健
康
科
学
講
座

[23
]
偏
食
の
実
態
と
そ

の
悪
影
響
)
で
詳

し
く
解
説
し
ま
す
。
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